
平成２１年９月３０日 
食品安全委員会事務局評価課 

 
 

フルアジナムの審議の経緯について 

 
フルアジナムについては、ポジティブリスト制度の施行に伴い、また、農薬

取締法に基づく適用拡大申請に伴い、２００６年９月４日付け及び２００７

年２月２３日付けで厚生労働大臣より評価依頼がなされている。 
 
１．２００６年１１月２７日開催の第１回確認評価第二部会及び２００８年２月１

９日開催の第 11 回確認評価第二部会での審議を経て、２００８年６月３日開催

の第 39 回幹事会をもって、農薬専門調査会としての審議を終了している。 
 
２．２００８年６月２６日開催の第 244 回食品安全委員会に報告されたが、委員よ

り、フルアジナムの催奇形性等について意見が出され、農薬専門調査会に確認す

ることとされた。（調査会への確認を行いつつ、同日より７月２５日までの 30 日

間、国民からの御意見・情報の募集を実施） 
 
３．催奇形性に関しての確認中に、一部の発生毒性試験の統計処理に関する疑義が

生じ、また、未提出の発生毒性試験があることが明らかとなった。これについて

は、意見・情報募集終了後の２００８年９月４日開催の第 253 回食品安全委員会

において報告され、関連資料が提出され次第、農薬専門調査会で再度審議するこ

ととされた。 
 
４．２００８年９月５日付けでリスク管理機関を通じて申請者に対し、統計処理の

追加実施及び未提出試験の提出を求めた。 
 
５．本件を発端として、２００８年１０月１４日付けで未提出の資料に関する通知

がリスク管理機関宛て発出されている。（別紙参照） 
 
６．２００９年６月４日付けで申請者より、リスク管理機関を通じて関連資料が提

出され、８月２１日開催の第 54 回幹事会において、フルアジナムについては提

出された資料をもって確認評価第一部会において審議することとされた。 
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